
鹿児島県南さつま市 堀内 元気

【年 齢】
40歳

【出身地】
神奈川県平塚市

【転出元】
東京都調布市

【前 職】
コミュニティFMラジオ局

【活動時期】
R5.4～R8.3

3人目の子どもが生まれたタイミングで妻の故郷である
鹿児島への移住(嫁ターン)を決断しました。前職のラジオ
局では地域に根付いた情報発信の他、観光番組を担当して
おり、観光や地域情報の発信に興味をもっていた中「情報
発信ディレクター(移住定住促進・観光情報)」をミッショ
ンとした協力隊の募集を南さつま市が実施していたため、
応募しました。
また、家族だけでなく、鹿児島に住む妻の知人のアドバ

イスも後押しになりました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人or職場））minamisatsuma.kyoryokutai2@gmail.com
（電話番号（個人or職場））0993-68-0606(久志地区公民館)

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Instagram）https://www.instagram.com/chiiiiikiokoshi_373stm/
（Facebook） https://www.facebook.com/chiiiiikiokoshi373stm (ポッドキャスト)

担当するエリアは限界集落で、現時点で世帯数とほぼ同
数の空き家が存在します。「10年後、ここはどうなってい
るか・・・」という地域住民の不安を少しでも解消できる
よう、空き家を有効活用し移住者増を目指します。そのた
めには『この地のファンをつくること』と考え、この地に
しかない、『まだ知らない鹿児島』を発信していきます。
任期後はビジターが留まれるような観光拠点を手掛けた

いです。宿泊に加え、飲食・買い物・観光アクティビティ
が集約された、地域にも愛される施設が目標です。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●空き家調査と空き家MAPの作成
活動地域の空き家を調査し、独自の「空き家MAP」
を作成しています。目視による建物の状態確認の他
自治会長や地域住民から家主や管理者の連絡先等を
入手し、空き家の有効活用を相談/交渉しています。

活動内容が
分かる写真など

●観光と暮らしの情報発信
豊かで美しい自然と地域に根付いた行事、観光情報
をSNS(インスタグラム・フェイスブック・アメブロ)
を中心にPRしています。また、私自身が子育て世代
のため、学校や病院・買い物など、不便な面も含め
リアルな子育て生活/暮らしを発信しています。

活動内容が
分かる写真など

●”トゥクトゥク“を利用したPRと事業
南さつま市の協力隊は東南アジアでお馴染みの三輪
自動車タクシー「トゥクトゥク」を公用車としてお
り、“動く広告”の役目も担っています。隊員の移動
だけではなく、今後は移住者向けツアーの移動車や
地域交流イベントなど、活躍の場が増える予定です。

隊員本人の顔が
分かる写真

地域コミュニティ活動
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